
原
発
を
現
在
科
学
技
術
で
制
御

で
き
な
い
こ
と
は
、
過
去
４
５
年

間
に
３
回
も
起
こ
っ
た
原
発
過
酷

事
故
【
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発

（
１
９
７
９
年
）
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
（
１
９
８
６
年
）
、
福

島
第
１
原
発
（
２
０
１
１
年
）
】

が
、
証
明
し
て
い
ま
す
。

原
発
は
、
冷
却
水
を
失
え
ば
暴

走
し
、
過
酷
事
故
に
至
り
ま
す
。

過
酷
事
故
の
被
害
は
甚
大
で
、
長

期
に
お
よ
び
ま
す
。
発
生
後
も
う

す
ぐ
１
４
年
の
福
島
原
発
事
故
の

現
地
は
、
未
だ
に
「
原
子
力
緊
急

事
態
宣
言
」
下
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
大
地
震
が
多
発
し
ま

し
た
。
中
で
も
能
登
半
島
地
震
は
、

原
発
は
地
震
に
脆
く
、
地
震
に
伴
っ

て
過
酷
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
避
難

も
屋
内
退
避
も
困
難
を
極
め
る
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
ま
し
た
。

地
震
多
発
、
津
波
多
発
の
日
本

に
、
原
発
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。原

発
を
動
か
す
と
使
用
済
み
核

燃
料
が
発
生
し
ま
す
。
使
用
済
み

核
燃
料
は
、
発
生
直
後
に
は
膨
大

な
放
射
線
と
熱
を
発
す
る
た
め
、

燃
料
プ
ー
ル
で
水
冷
保
管
し
て
、

放
射
線
と
発
熱
の
減
少
を
待
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
プ
ー
ル
が
満
杯
に
な
れ
ば

原
発
を
運
転
で
き
な
く
な
る
た
め
、

電
力
会
社
や
政
府
は
、
放
射
線
量

と
発
熱
量
が
減
少
し
た
使
用
済
み

核
燃
料
を
乾
式
貯
蔵
に
移
し
て
、

プ
ー
ル
に
空
き
を
作
る
こ
と
に
躍

起
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
乾
式
貯
蔵
に
は
２

つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、
乾
式
貯
蔵
に
移
す
こ

と
に
よ
っ
て
出
来
た
燃
料
プ
ー
ル

の
空
間
に
、
膨
大
な
放
射
線
を
発

し
、
発
熱
の
著
し
い
新
し
い
使
用

済
み
核
燃
料
を
入
れ
た
場
合
、
そ

の
燃
料
プ
ー
ル
が
崩
壊
す
れ
ば
、

大
惨
事
に
至
る
こ
と
で
す
。

他
は
、
乾
式
貯
蔵
に
移
し
た
使

用
済
み
核
燃
料
の
行
き
場
が
な
い

こ
と
で
す
。
関
電
や
政
府
は
、
行

き
場
と
し
て
青
森
県
の
再
処
理
工

場
の
稼
働
を
願
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
８
月
２
３
日
、
再
処
理

工
場
は
２
７
回
目
の
完
成
延
期
を

発
表
し
ま
し
た
。
完
成
す
る
見
通

し
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
使
用
済

み
核
燃
料
は
行
き
場
を
失
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

石
破
首
相
は
、
総
裁
選
出
馬
時

に
は
、
「
原
発
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け

て
い
く
」
と
表
明
し
な
が
ら
、
首

相
に
な
っ
て
以
来
、
岸
田
政
権
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
ほ
ぼ
踏
襲
し

て
「
原
発
依
存
社
会
」
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
経
団
連
や
経
済
同
友

会
の
主
張
に
迎
合
・
屈
服
し
、
電

力
会
社
、
原
発
産
業
な
ど
の
大
企

業
に
税
金
と
電
気
料
金
を
垂
れ
流

す
た
め
の
政
策
で
す
。

野
党
の
中
に
も
、
原
発
容
認
、

原
発
推
進
を
掲
げ
る
政
党
も
あ
り

ま
す
。
と
く
に
、
労
使
協
調
の
電

力
総
連
を
支
持
母
体
と
し
、
政
権

の
行
方
に
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー

ト
を
握
る
国
民
民
主
党
は
、
原
発

推
進
を
先
導
す
る
と
懸
念
さ
れ
ま

す
。

自
公
政
権
が
、
昨
年
５
月
末
に

数
を
頼
ん
で
成
立
さ
せ
た
「
Ｇ
Ｘ

脱
炭
素
電
源
法
」
の
完
全
施
行
は
、

原
発
運
転
延
長
認
可
の
基
準
の
整

備
な
ど
が
終
了
す
る
本
年
６
月
６

日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
全
施
行
さ
れ
れ
ば
、
原
発
運

転
期
間
を
「
原
則
４
０
年
、
最
長

６
０
年
」
と
し
た
規
定
を
原
子
炉

等
規
制
法
か
ら
電
気
事
業
法
に
移

し
、
運
転
延
長
を
経
産
相
が
認
可

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
規
制
委
に
よ
る
再
稼
働

審
査
の
期
間
や
裁
判
所
に
よ
る
仮

処
分
命
令
で
の
原
発
停
止
期
間
な

ど
を
「
原
発
運
転
期
間
」
か
ら
除

外
・
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、
原
発

の
６
０
年
超
え
運
転
を
可
能
に
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
」

の
施
行
に
よ
っ
て
、
電
力
会
社
が

原
発
の
３
０
年
超
え
運
転
を
行
う

場
合
に
は
、
現
行
制
度
で
の
運
転

延
長
認
可
は
受
け
て
い
て
も
、
最

長
１
０
年
ご
と
に
劣
化
状
況
を
評

価
し
、
「
長
期
施
設
管
理
計
画
」

を
作
成
し
て
、
改
め
て
規
制
委
の

認
可
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

一
方
、
自
公
政
権
は
、
「
Ｇ
Ｘ



脱
炭
素
電
源
法
」
の
実
態
化
の
た

め
に
、
「
原
発
の
最
大
限
活
用
」

を
目
指
し
た
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
（
案
）
を
作
成
・
発
表

し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
既
存
原

発
の
再
稼
働
、
４
０
年
超
え
運
転

を
加
速
し
、
６
０
年
超
え
運
転
の

拡
大
、
原
発
建
て
替
え
、
新
設
も

画
策
し
て
い
ま
す
。

政
府
の
後
押
し
を
受
け
た
電
力

会
社
は
、
昨
年
、
加
圧
水
型
原
発

に
加
え
て
、
沸
騰
水
型
原
発
で
あ

る
女
川
原
発
２
号
機
、
島
根
原
発

２
号
機
ま
で
再
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

今
後
、
東
海
第
２
原
発
、
柏
崎
刈

羽
６
、
７
号
機
の
再
稼
働
も
画
策

し
て
い
ま
す
。

再
稼
働
が
画
策
さ
れ
て
い
る
原

発
の
多
く
が
、
運
転
開
始
後
４
０

年
を
超
え
る
老
朽
原
発
で
す
。

高
浜
１
、
２
号
機
、
美
浜
３
号

機
、
東
海
第
二
、
川
内
１
号
機
は
、

す
で
に
４
０
年
超
え
で
す
。

２
０
３
０
年
に
は
、
現
在
稼
働

可
能
な
原
発
（
３
３
基
）
の
う
ち

の
１
７
基
が
老
朽
原
発
に
な
り
ま

す
。と

く
に
、
関
電
で
は
、
稼
働
可

能
な
原
発
７
基
の
内
の
５
基
が
、

今
年
中
に
老
朽
原
発
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
５
０
年
を
超
え
た
高
浜
１

号
機
、
も
う
す
ぐ
５
０
年
超
え
の

高
浜
２
号
機
、
美
浜
３
号
機
は
超

老
朽
原
発
で
す
。
老
朽
原
発
運
転

の
暴
挙
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
高
浜
１
号
機
に
つ
い
て
、

規
制
委
は
、
昨
年
１
０
月
１
６
日
、

今
後
１
０
年
間
の
管
理
方
針
を
定

め
た
保
安
規
定
を
認
可
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
５
０
年
超
え
原
発
の
運

転
認
可
で
す
。

関
電
は
、
「
使
用
済
み
核
燃
料

の
中
間
貯
蔵
候
補
地
を
福
井
県
外

に
探
す
」
と
福
井
県
に
何
度
も
約

束
し
な
が
ら
、
全
て
を
反
故
に
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
も
、

「
２
０
２
３
年
末
ま
で
に
探
せ
な

け
れ
ば
全
老
朽
原
発
を
止
め
る
」

と
約
束
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
中

間
貯
蔵
地
を
確
定
で
き
て
い
ま
せ

ん
。関

電
は
、
約
束
期
限
が
迫
っ
た

２
０
２
３
年
１
０
月
、
い
か
に
も

近
々
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理

工
場
（
青
森
県
）
へ
の
搬
出
が
可

能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け

た
「
使
用
済
み
核
燃
料
対
策
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
工
程
表
）
」
を
福
井

県
に
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
年
８
月
２
３
日
に
再
処
理
工
場

の
完
成
延
期
が
発
表
さ
れ
、
「
工

程
表
」
は
完
全
に
破
綻
し
ま
し
た
。

こ
の
事
態
を
受
け
て
関
電
は
、

「
工
程
表
を
見
直
す
。
２
０
２
４

年
度
末
ま
で
に
実
効
性
の
あ
る
見

直
し
が
で
き
な
け
れ
ば
、
老
朽
原

発
を
止
め
る
」
と
、
ま
た
も
、
白
々

し
い
詭
弁
を
発
し
、
原
発
の
運
転

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

政
権
や
電
力
会
社
は
、
福
島
原

発
事
故
の
悲
惨
を
経
験
し
て
も
、

脱
原
発
を
目
指
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
の
命
や
生
活
を
軽
視
し
、
政

府
、
電
力
会
社
、
財
界
に
忖
度
し

た
暴
挙
で
す
。

も
し
、
彼
ら
が
、
原
発
と
き
っ

ぱ
り
決
別
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
切
り
替
え
る
政
策
を
と
っ
て
い

た
な
ら
、
今
頃
、
化
石
燃
料
や
、

核
燃
料
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、

電
気
を
供
給
し
、
世
界
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り
替
え
の
流
れ

を
リ
ー
ド
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。

政
府
は
、
今
、
そ
の
失
敗
を
取

り
繕
う
た
め
に
、
膨
大
な
税
金
や

電
気
料
金
を
垂
れ
流
し
、
原
発
関

連
企
業
を
救
済
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

今
、
世
界
は
原
発
縮
小
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
向
か
っ
て
い
ま

す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
を
利

用
す
れ
ば
、
①
燃
料
費
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
で
す
か
ら
、
コ
ス
ト
は
原
発
に

比
べ
て
圧
倒
的
に
安
い
の
は
当
然

で
す
。
②
大
地
震
が
発
生
し
て
も
、

過
酷
事
故
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
③

地
球
環
境
の
保
全
に
も
有
効
で
、

炭
酸
ガ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

日
本
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝

庫
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
す
れ
ば
、
現
在
の
日
本
の
電
力

消
費
量
の
７
・
５
倍
の
発
電
が
可

能
で
あ
る
と
、
環
境
省
が
試
算
し

て
い
ま
す
。

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
実
行

委
員
会
は
、
本
年
、
以
下
を
掲
げ

て
、
原
発
全
廃
を
目
指
し
ま
す
。

①
関
電
に
、
使
用
済
み
核
燃
料
に

関
す
る
福
井
県
と
の
約
束
の
完
全

履
行
を
求
め
、
実
効
性
の
あ
る

「
工
程
表
」
の
見
直
し
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
全
老
朽
原
発
の
廃

炉
を
実
行
さ
せ
よ
う
！

②
原
発
推
進
を
加
速
す
る
「
第
７

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
策

定
を
阻
止
し
よ
う
！

③
老
朽
原
発
運
転
を
常
態
化
す
る

「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
」
の
完
全

施
行
を
許
す
な
！

原
発
の
な
い
、
人
の
命
と
尊
厳

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
目
指
す

皆
様
の
ご
助
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
１
月
７
日

（
連
絡
先
・
０
９
０
‐
１
９
６

５
‐
７
１
０
２
、
木
原
壯
林
）


